
　
県
外
か
ら
の
企
業
立
地
件
数
が
６
年
連
続
で
全
国
１

位
の
茨
城
県
。
し
か
し
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
高
速
道
路
や
港
湾
な
ど
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
県
の
関
係
者
ら

は
、
企
業
立
地
環
境
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
と
危
機

感
を
抱
い
た
。
そ
れ
で
も
、
県
内
を
東
西
、
南
北
に
つ

な
ぐ
高
速
道
路
網
や
港
湾
埠
頭
の
応
急
処
置
や
早
期
復

ふ
と
う

旧
を
進
め
た
。
県
関
係
者
ら
は
、
茨
城
県
の
優
位
性
に

つ
い
て
、
改
め
て
ア
ピ
ー
ル
を
始
め
て
お
り
、
再
び
茨

城
県
内
へ
の
工
場
進
出
の
機
運
が
戻
り
始
め
て
い
る
。

件
数
戻
る
地
の
利
変
わ
ら
ず
港
湾
整
備
を
再
検
討

電
力
供
給
対
策
練
る
圏
央
道
沿
線
誘
致
も

要
望
調
査

新
総
合
計
画

防
災
対
策

被災した常磐道上り線（水戸ＩＣ 那珂ＩＣ） 　３月 日に復旧した
（ネクスコ東日本提供）

桁の架設が進む圏央道東高架橋（稲敷郡河内町十三間戸付近

約
３
カ
月
ぶ
り
に
運
航
を

再
開
し
た
大
洗

苫
小
牧

間
の
フ
ェ
リ
ー６

月
６
日

茨城港常陸那珂港区で運航再開した
国内資本企業による外航船

４月 日

　
茨
城
県
で
は
今
年
度
か
ら

新
し
い
総
合
計
画
「
い
き
い

き
　
い
ば
ら
き
生
活
大
県
プ

ラ
ン
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

な
か
で
、
最
終
年
の

年
時

点
で
、
県
内
外
の
工
場
立
地

件
数
は
、

年
比

％
増
の

件
、
面
積
で
は
同

％
増

の
１
２
０

を
め
ざ
し
て
お

り
、
い
ば
ら
き
の
地
の
利
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
企
業

誘
致
を
今
後
も
加
速
さ
せ

る
。

　
こ
う
し
た
折
り
、
５
月

日
に
は
穀
物
の
取
扱
量
が
全

国
１
位
の
鹿
島
港
が
、
穀
物

を
対
象
に
し
た
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
に
選
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
港
湾
設
備
の

整
備
が
促
進
さ
れ
、
国
際
バ

ル
ク
貨
物
を
積
載
し
た
大
型

船
舶
の
入
港
が
可
能
に
な

り
、
「
企
業
誘
致
に
厚
み
が

出
る
」

吉
見
剛
政
策
監
兼

立
地
推
進
室
長

と
、
茨
城

県
に
緩
や
か
な
追
い
風
が
吹

き
始
め
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年

暦
年
ベ
ー

ス

の
経
済
産
業
省
の
工
場

立
地
動
向
調
査
で
、
県
外
か

ら
の
企
業
立
地
件
数
が

件

と
全
国
１
位
。
県
内
外
か
ら

誘
致
し
た
企
業
の
工
場
立
地

面
積
で
も
１
９
０

と
４
年

ぶ
り
に
首
位
を
奪
還
し
た
。

そ
ん
な
時
期
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

　
震
災
直
後
、
県
内
へ
の
工

場
立
地
を
推
進
す
る
茨
城
県

産
業
立
地
推
進
東
京
本
部
へ

の
、
問
い
合
わ
せ
の
電
話
は

鳴
り
や
ん
だ
。
し
か
し
、
そ

ん
な
空
白
の
時
間
も
わ
ず
か

２
週
間
。
「
今
は
企
業
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
、
ほ

ぼ
通
常
通
り
に
戻
っ
た
。
最

近
で
は
復
興
需
要
を
見
据
え

た
オ
ー
ダ
ー
も
あ
る
」

宮

田
達
夫
茨
城
県
産
業
立
地
推

進
東
京
本
部
長

と
、
現
地

へ
の
案
内
も
普
段
通
り
戻
り

始
め
て
い
る
。
「
大
消
費
地

に
近
い
う
え
、
工
業
用
地
も

十
分
あ
る
。
こ
の
条
件
は
震

災
後
も
変
わ
ら
な
い
」

同

と
茨
城
の
優
位
性
を

強
調
す
る
。

　
茨
城
県
は
企
業
誘
致
の
際

に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
企

業
に
対
し
て
、
従
来
、
六
つ

の
好
条
件
を
提
示
し
、
誘
致

に
結
び
つ
け
て
き
た
。
ま

ず
、
首
都
東
京
に
近
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
低
価
格
な
土
地

だ
。
次
に
県
内
に
山
間
部
が

少
な
い
た
め
、

の
工
業
団

地
内
に
分
譲
中
の
土
地
が
６

１
４

あ
る
ほ
か
、
労
働
力

も
豊
富
と
い
う
点
だ
。
ま

た
、
企
業
立
地
を
促
進
す
る

優
遇
税
制
も
あ
る
。
さ
ら
に

充
実
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
自
然
災
害
が
少
な
い
こ

と
も
強
み
と
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
「
こ
の
う
ち
半
分

が
今
回
の
大
震
災
で
変
わ
っ

た
」
と
宮
田
本
部
長
は
指
摘

す
る
。
ま
ず
、
東
京
に
近
い

と
い
う
利
点
だ
が
、
震
災
後

は
、
東
北
に
近
い
と
い
う
利

点
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。

早
期
復
旧
し
た
常
磐
自
動
車

道
が
茨
城
県
と
福
島
県
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。
茨
城
県
で
は

東
北
の
復
興
需
要
に
向
け
た

企
業
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
支

援
す
る
体
制
も
検
討
し
て
い

る
。

　　　　
一
方
、
大
震
災
に
よ
り
、

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
見
え
て
き
た
。
茨

城
県
は
地
盤
の
強
度
や
地
盤

の
高
さ
な
ど
地
形
的
に
は
災

害
に
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
大
震
災
な
ど
自
然
災

害
に
強
い
と
し
て
き
た
県
の

主
張
は
、
港
湾
に
つ
い
て
は

崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
今
後

は
防
災
面
に
も
配
慮
し
た
港

湾
整
備
に
向
け
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」

土
木
部
港

湾
課

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
津
波
と
液
状
化
に

よ
る
被
害
を
受
け
た
港
湾
の

埠
頭
や
岸
壁
の
多
く
が
復
旧

を
成
し
遂
げ
た
場
所
が
多
い

も
の
の
、
海
外
資
本
の
外
航

定
期
貨
物
船
の
運
航
休
止
が

続
い
て
い
る
。
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
風
評
で
、
乗
組
員

な
ど
が
寄
港
を
た
め
ら
っ
て

い
る
た
め
だ
。

　
海
外
資
本
の
外
航
船
が
運

航
を
再
開
し
た
と
し
て
も
気

を
抜
け
な
い
。
従
来
利
用
し

て
い
た
企
業
が
県
内
の
港
湾

機
能
の
一
時
停
止
に
よ
り
、

京
浜
港
を
利
用
し
始
め
て
い

た
場
合
、
茨
城
の
港
湾
を
再

度
利
用
す
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。
「
一
定
の
荷
量

が
な
い
と
抜
港
の
恐
れ
も
あ

る
」

宮
田
本
部
長

と
、

３
月
に
全
線
開
通
し
た
北
関

東
自
動
車
道
を
利
用
す
る
群

馬
県
や
栃
木
県
か
ら
の
新
規

顧
客
獲
得
に
も
力
を
入
れ

る
。
同
時
に
、
北
関
東
の
荷

主
企
業
に
潜
在
需
要
が
多

い
、
東
南
ア
ジ
ア
航
路
な
ど

を
運
航
し
て
い
る
船
会
社
へ

働
き
か
け
て
い
く
。
新
規
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
誘
致

し
、
震
災
前
よ
り
、
魅
力
あ

る
港
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
こ
う
し
た
震
災
後
の
課
題

に
加
え
、
県
の
新
た
な
課
題

と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の

が
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
よ
る
電
力
供
給
不
足
へ
の

懸
念
だ
。
茨
城
県
工
業
団
地

企
業
立
地
推
進
協
議
会
が
今

年
４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬

に
か
け
て
、
県
内
立
地
企
業

な
ど
約
１
７
０
社
に
対
し
て

実
施
し
た
「
震
災
対
応
要
望

事
項
調
査
」

速
報

に
よ

れ
ば
、
港
湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ

の
早
期
復
旧
の
ほ
か
、
夏
場

の
電
力
供
給
に
対
す
る
要
望

が
多
か
っ
た
。

　
夜
間
操
業
に
伴
う
騒
音
規

制
法
の
規
制
緩
和
や
、
土
日

操
業
に
伴
う
運
動
会
な
ど
の

学
校
行
事
の
実
施
時
期
の
変

更
な
ど
具
体
的
な
要
望
も
多

く
、
県
で
は
従
来
の
企
業
向

け
に
も
今
後
対
応
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
建
設
中
の
圏
央
道

沿
線
へ
の
誘
致
活
動
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

年

月
に
日
野
自
動
車
が
古
河
市

に
工
場
移
転
を
決
め
、
震
災

後
も
計
画
通
り
推
進
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
連
企
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
致
活

動
を
進
め
て
い
る
。
圏
央
道

は
首
都
圏
中
心
部
か
ら

―

の
千
葉
、
茨
城
、

埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
を
環

状
に
結
ぶ
高
速
道
路
。
現

在
、
つ
く
ば
中
央
と
稲
敷
ま

で
が
開
通
し
て
お
り
、

年

度
を
め
ど
に
東
関
東
自
動
車

道
と
、

年
度
以
降
に
東
北

自
動
車
道
と
接
続
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
物
流
系
企
業
の
誘

致
も
継
続
す
る
。
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